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整理 No. １８ 分類 「その他」(徐冷スラグ) 

会 社 名 還元溶融研究会（中央電気工業株式会社）  

担 当 者 EM 管理部担当部長 兼 EM 技術課長 菊野孝則 

連 絡 先 
TEL 0299-84-3407 FAX 0299-85-3071 

E-mail t_kikuno@nippondenko.co.jp 

技術の名称 エコラロック  

概  要 
(150 字程度) 

従来は下層路盤材の原料として天然資源であるクラッシャーランを使  
用しており、資源の枯渇という課題がありましたが、廃棄物の溶融ス 
ラグを代用することで、経済性の向上及び環境負荷の低減を図ること  
が出来ます。  

技術登録等 NETIS 登録 ＫＴ－１８００２１－Ａ（登録番号）  

技術の概要 
 

次頁 
あり・なし 

下層路盤材の原料として建設資材であるクラッシャーランから廃棄物  
を原料とする溶融スラグに変更したことにより、経済性の向上（コス  
ト約 48%縮減）や最終処分場延命に伴う環境負荷低減を図ることがで  
きます。また、エコラロックは吸水率 0.72%と低く、水硬性を有して 
いないことも特徴の一つであり、排水性が必要とされる場所への使用 
に適しています。修正 CBR は 118%で基準値 30%以上を満足していま 
す。ふるい通過率は 37.5mm：100%、19mm：74.4%、4.75mm：28.6%、 
2.36mm：15.1%でクラッシャーラン溶融スラグの基準を満足していま  
す。表乾密度は基準 2.45g/cm3 に対し実績 2.87g/cm3、吸水率は基準  
3%に対し、実績 0.72%となっています。土壌環境基準に基づく溶出量  
試験や含有量試験も基準を満足しており、環境安全性に優れています。 
ダイオキシン類の毒性当量は 0.16pg/-TEQ/L 以下で、基準値 10pg- 
TEQ/L 以下を満足しています。  
 
製造実績：2012～2017 年度平均実績 年間～45,000 トン 
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